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 児童・生徒による文化芸術の発表の機会を設けることにより、次世代の文化の担い手を育み、新しい文化の創造や先人達か

ら培ってきた地域文化の伝承・発展に寄与するとともに、宮古島市の文化を広く発信することを目的に、第１２回宮古島市民総

合文化祭「児童・生徒の部」が１０月１４日（土）の展示の部を皮切りに、約２ヶ月にわたって開催されました。島内児童･生

徒の文化活動の場として定着している本文化祭。今回は、その様子をご紹介します。 

今年度の文化祭は、昨年度より約２００点多い応募があり、どの作品も個々の技術、興味関心を見事に作品として表現して

おり、創作に対する熱意を感じました。 

また、会場では、入賞作品の前で記念撮影する姿や、自分の作品を指さし誇らしげな姿の児童生徒が見られ、あたたかい雰

囲気の展示会となりました。 

[展示の部  １０月１４･１５日（土･日）] 

今回は計４４０名の生徒が出場し、全体合唱の元気いっぱいの市歌により幕を開けました。南小学

校４年生篠崎さんによる独唱や、おなじみの合唱曲、人気のディズニー映画の主題歌まで、幅広い

選曲、演奏を味わうことができ、元気いっぱいはつらつとした音楽祭となりました。 

最後は全体合唱の翼をくださいでフィナーレを迎え、生徒とは思えない演奏力の高さに驚かれ

たり、それぞれの出場団体が一丸となり楽器を奏でる姿に皆さんとても魅了され、感心している様

子でした。 

文化祭｢児童･生徒の部｣の最後を飾るイベントとして、市長賞･教育長賞受賞者の表彰式が行われました。 

児童２名による、身振り手振りも交えた素晴らしい方言による郷土のお話発表より幕をあけ、市長賞、教育長賞受

賞者が次々と登壇。表彰状と楯を堂々と受け取るその姿は、とても誇らしく見えました。 

また、会場には受賞作品も展示され、受賞者も保護者の方も改めて作品の素晴らしさ、作品の持つ人々の気持ちを

動かす力を実感できる素晴らしい展示会となりました。 

[音楽祭 １１月５日（日）] 

[表彰式 １２月２日（土）] 

第12回 宮古島市民総合文化祭 

「児童・生徒の部」開催！ 

応募作品総数・・・3,782 

・書道（595）・美術（281）・俳句（1,421）・短歌（624）・作文（89）・詩（180）・自由研究（206）・工作（386） 



 

 

 

夢 
宮古島市 

実現助成事業 
報告 

 

夢実現助成事業とは、宮古島市の児童生徒の人材育成及び教育指導者等の資質の向上を図ることを 
目的に、宮古島市も教育の日に表彰された者を対象に、一人あたり30万円を限度に助成金を交付し、 
自らの夢実現の為に、視察研修等の計画を立て実施する事業です。 
（助成事業の対象者が児童生徒の場合、保護者１名を助成事業の交付対象とする。） 

平成28年度教育の日模範児童で表彰 

  僕は、自分の目指している大学の見学や沖縄県では見ることのできない近代的なデザイン、歴史的
な建造物を直に見たいと思い、見聞を広める為に福岡県にある櫛田神社、太宰府天満宮、九州国立博
物館、福岡タワー、そして一番の目的である九州大学伊都キャンパスへ行ってきました。一番驚いた
事は、九州大学伊都キャンパスの敷地の広さ、建物の大きさです。敷地内の広さは、東京ドーム57個
分だそうです。大学を見学してみて、自分が将来この大学に通うことを想像すると、勉強を頑張ろう
とモチベーションが上がりました。次に印象に残ったのは、九州国立博物館です。ここには、歴史的
な貴重なものが展示してあり、教科書やテレビでしか見えないものを実際に目の当たりにして、とて
も有意義な体験となりました。 
 この視察研修を通して、僕は自分の進路をより明確にすることができました。残りの高校生活を今
回の夢実現助成金を交付して下さった教育委員会、これまで支えてくれた方々への感謝の気持ちを忘
れずに、自分の進路に向けて精一杯努力して行きたいと考えています。 
   

川田 琉太さん [宮古工業高校２年] 

～視察研修感想～ 

平成29年８月12日～８月20日の9日間において、 

九州大学伊都キャンパス、九州国立博物館、 

太宰府天満宮等の視察研修を実施。 

社会教育団体推薦 

仲間 稱さん 

 平成28年度教育の日で表彰される。平成29年
11月17日に、佐良浜中学校体育館を会場に教育
講演会を開催。講師に旧伊良部町出身で東大経済
学部を卒業し、大和証券グループで活躍されてい
る村田勝安氏を講師に招き、「私の中学校時代・
進路決定について、人生において何が大切か」と
のテーマで伊良部中学校・佐良浜中の生徒や保護
者を対象に、夢を実現するためのアドバイス等に
ついての講話をしていただきました。 



 

 

市内小中学校で児童生徒が元気に取り組んでいるユニークな活動

や取り組みを紹介するコーナーです。 

ニパニ☆スクール パ 

  

 【実施日】 平成３０年１月５日（金） 開場 :１３:３０ 開会:１４:００  

 【会 場】  宮古島市文化ホール（マティダ市民劇場）   

 【対 象】  平成９年４月２日～平成１０年４月２日生まれ。    

  宮古島市に居住されている方。また、宮古島市内の小中学校在籍歴がある方。 

 （※ハガキ等のご案内通知は送付しませんので直接会場へお越し下さい。）  

 【問い合わせ先】宮古島市教育委員会 生涯学習振興課 ☎７７－４９４６ 

平成30年宮古島市成人式日程について 

カナスヤー運動活動 

①朝、登校途中にカナスヤーを訪れ、元気いっぱい朝のあいさつをする。カナスヤーの皆さ

んも、毎朝楽しみにしており、子どもたちの情操面での発達と地域のおじいちゃん・おばあ

ちゃんの生きがいの両面で効果を発揮している。「おばあちゃんおはようございます」と声

をかけられると「ああ、おはよう」と声をかけ、「がんばっておいでね」と声をかけると、「は

い」といって登校します。そのときの気持ちはなんともいえない気持ちですと、カナスヤーの

方々は言います。 

 

 

 

②学校の勤労生産活動では、一人三鉢運動やプランターでの花・野菜の栽培活動をおこなって

いる。育てた花鉢や野菜などをカナスヤーの皆さんにプレゼントして、日頃の感謝の気持ちを表

している。学校で子どもたちが栽培した花や作物なので、大変好評である。 

 

③カナスヤーの皆さんは、運動会や学習発表会など学校行事には進んで参観し、子どもたちの頑張りをいつも応援していただい

ている。さらに、カナスヤーの皆様だけの感謝集会を行っています。この集会では日頃のあいさつ運動や見守り活動、学校・児童へ

の応援やご協力への感謝の気持ちを各学年の出し物などで表現している。カナスヤーの集会参加した方々からは、子どもたちが

先生方と親子のように明るい笑顔でゲームなどを一生懸命頑張っている姿を見て、大変感動しましたとの声があります。 

 

                            ※写真は、本年度のものではありません。 

「カナスヤー」とは西原地域の方言で、漢字では「愛す家」と表すことができる。「大切な家」「愛すべき家」とい

う意味で自分の生まれた家や家族を大切にする心情を表現する言葉である。30年近くつづいている「カナスヤー運

動」ふるさとを愛し、ふるさとと共にたくましく生きる子育成－カナスヤ－（愛す家）運動を紹介します。運動の目

標は、①声をかける（あいさつをする）ことから会話がはずみ、明るい学校生活が送れる。②児童が地域の家に積極

的に接することによって、学校と地域のつながりがより深まる。③地域の先輩方から声をかけられることが増えるこ

とにより、地域への関心が高まり、より意欲的な活動ができる。 


